



























にはいかなる「道徳」が実装可能なのかを探求した（2） ［Wallach and Allen 2008］。そして2011年
にはパトリック・リンらによって、これらの議論を包括的に概観した論文集『ロボット倫理学






















































































































































































































































ンはなく、我々の道徳的コミュニティに位置づけることもできない」［Shibata 2010, p. 355］こ




































































（synthetic ethics）」（11） と名付けている［久木田2010］。 
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